
１−４．経営者動向調査	
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経営者動向調査の概要	

•  目的：	  
– 中心商店街の商店経営者の経営動向、将来の

方向性などを把握する	  

•  調査方法：訪問配布	  
•  調査期間：２０１４年７月	  
•  回答数：８８枚（対象者１００％）	
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回答者の立地場所	

5丁目	
24%	  

6丁目	
30%	  

大通り	
12%	  

2条通り	
6%	  

3条通り	
7%	  

4条
通り	
15%	  

その他	
6%	  

回答数　８８	
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回答者の業種	

衣服身の回
り	
14%	

飲食料
全般	
22%	

家電･文化品	
24%	

サービス	
17%	

その他	
20%	

無回答	
3%	

回答数　８８	
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回答者の年齢	

20代	
0%	

30代	
2%	

40代	
10%	

50代	
23%	

60代	
34%	

70代以上	
25%	

無回答	
6%	

回答数　８８	

・６０代以上で約６割	

63	



最近３カ年の売上状況	

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

全体	

衣服身の回り	

飲食料全般	

家電文化品	

サービス	

その他	

増加した	

やや増加した	

変わらない	

やや減少した	

減少した	

「飲食料全般」「サービス」で増加が多い	  
「衣服身の回り」「家電文化品」で減少が多い	
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最近３カ年の売上状況（年齢別）	

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

全体	

30・40代	

50代	

60代	

70代以上	

増加した	

やや増加した	

変わらない	

やや減少した	

減少した	

３０・４０代は減少が少ない	  
５０代・６０代で増加が多い、ただし減少も多い	  
７０代は減少が多い	
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主な客層（２つ回答）	
10代	
2%	  

20代	
4%	  

30代	
10%	  

40代	
16%	  

50代	
18%	  

60代	
25%	  

70代以上	
13%	  

事業所	
5%	  

行政･公共機関	
4%	  

大学	
1%	  

その他	
2%	  

・個人客で約９割	  
・５０代以上で	  
　７割弱	  
・４０代以下で	  
　約３割	  

回答数　１８８	66	



自社の強み（複数回答）	

29	  

25	  

20	  

16	  

8	  

5	  

4	  

商品･サービスの品質	

顧客ニーズへの対応	

独自性	

技術力	

無回答	

営業力	

その他	
回答数　１０７	

67	



経営上の課題【外部】（複数回答）	

45	  

35	  

35	  

17	  

14	  

13	  

13	  

7	  

6	  

3	  

2	  

人口減少･少子高齢化	

仕入価格の上昇等	

景気の状況	

市内への大型出店	

商店街における空き店舗の増加	

ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄｽﾄｱ等の低価格	

消費者選好の変化	

新しい業態や他業種の進出	

コンビニの出店	

その他	

商店街内での同業者との競争	 回答数　１９０	
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経営上の課題【内部】（複数回答）	

26	  
18	  
18	  

15	  
12	  
12	  

9	  
8	  

7	  
6	  

3	  
3	  

経営者等の高齢化	

店舗の老朽化	

運営経費の増大	

後継者難	

来客者用の駐車場不足	

人手不足	

人件費の増大	

企画力の低下	

パソコン等情報化への対応遅れ	

消費者動向の未把握	

事業資金の借入困難	

その他	 回答数　１３７	
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今後の経営の方向性（業種別）	

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

全体	

衣服身の回り	

飲食料全般	

家電文化品	

サービス	

その他	

経営の拡大	

現状維持	

経営の縮小	

廃業	

「飲食料全般」で経営拡大が多い	  
「衣服身の回り」で経営縮小・廃業が多い	
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今後の経営の方向性（年齢別）	

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

全体	

30・40代	

50代	

60代	

70代以上	

経営の拡大	

現状維持	

経営の縮小	

廃業	

経営拡大意向は５０代が最も多い	  
３０・４０代は現状維持が９割	  
廃業以降は６０代以上のみ	
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「現状維持」「経営の拡大」層、強化策	

26	  

21	  

12	  

12	  

10	  

8	  

6	  

6	  

3	  

2	  

取扱商品の検討	

従業員への教育	

ﾛｰｺｽﾄ対応	

商品の種類･量の増加	

店舗の改造	

ｶｰﾄﾞ･ｽﾀﾝﾌﾟの利用	

大売出しへの参加	

その他	

チェーン店化	

他業種への転業	 回答数　１０６	
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「経営縮小」「廃業」理由	

14	  

13	  

12	  

3	  

2	  

1	  

1	  

0	  

0	  

経営者等の高齢化・健康問題	

経営の悪化	

後継者がいないため経営の継続が難しい	

人手不足･労働負担の大きさ	

別の収入源があり生活できる	

業種･業態の変更	

経営意欲がなくなった	

市外に転出する予定がある	

その他	 回答数　４６	
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「経営縮小」「廃業」の時期	

0%	   10%	   20%	   30%	   40%	   50%	   60%	   70%	   80%	   90%	   100%	  

ただちに	 1～3年以内	 3～5年以内	
5～10年以内	 10年以上先	 決めていない	

約６割が、１０年以内に「経営縮小」、あるいは「廃業」	

回答数　２１	
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事業所収入以外の収入	

26	  

58	  

4	  

ある	 ない	 無回答	

回答数　８８	
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その他収入「ある」：店舗収入比率	

1～3割	
23%	

4～6割	
35%	

7割以上	
23%	

無回答	
19%	

回答数　２６	

その他収入が	  
全体収入の	  
４割以上を占める者が	  
６割弱	  
	

収入源：不動産収入、年金・会社役員収入　等	 76	



その他収入・業種別	

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

衣服身の回り	

飲食料全般	

家電文化品	

サービス	

その他	

ある	 なし	 回答数　８２	

「衣服身の回り」の約半数が事業所収入以外の収入あり	
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その他収入・経営の方向性	

0%	   10%	   20%	   30%	   40%	   50%	   60%	   70%	   80%	   90%	   100%	  

ある	

なし	

経営の拡大	 現状維持	 経営の縮小	 廃業	

回答数　８２	
事業所収入以外の収入のない方が	  
経営拡大意向が強い	
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自店周辺の空き店舗	

40	  

25	  

10	  

1	   2	   4	   6	  

ない	 片側のみ	 正面	 両隣	 正面･両隣	周辺はほぼ	 無回答	

回答数　８８	
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立地・空き店舗有無	

0%	   10%	   20%	   30%	   40%	   50%	   60%	   70%	   80%	   90%	   100%	  

５丁目	

６丁目	

大通り	

２条通り	

３条通り	

４条通り	

その他	

ない	 ある	

５丁目・６丁目・２条通りに空き店舗が多い	  
80	



空き店舗の経営への影響（主観的評価）	

47	  

15	  

26	  

与えていない	 与えている	 無回答	

回答数　８８	
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立地・空き店舗の経営影響	

0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

５丁目	

６丁目	

大通り	

２条通

３条通

４条通

その他	

与えていない	 与えている	

回答数　６７	
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売上状況・空き店舗有無	
0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

空き店舗ない	

空き店舗ある	

増加した	 やや増加した	 変わらない	

やや減少した	 減少した	 回答数　８２	

主観的評価とは異なり、空き店舗の存在と売上状況との	  
関係はあると思われる	
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空き店舗活用で努力するべき主体	  
（複数回答）	

51	  

47	  

40	  

5	  

2	  

1	  

名寄商工会議所・行政	

店舗経営者･所有者	

街区商店街･商店街連合会	

一般市民･大学	

その他	

空き店舗を活用しなくてもよい	 回答数　１４６	
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今後の構想【ハード】	

現在のままでよ
い	
53%	  

無回答	
27%	  

何年後かに
改修	
9%	  

他の地
区に移
りたい	
5%	  

売却したい	
4%	  

その他	
2%	  

回答数　８８	
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今後の構想【ソフト】	

無回答	
35%	

従業員教育の
実施	
30%	

DMなど広告宣
伝強化	
14%	

個店での売出
実施	
12%	

ｽﾀﾝﾌﾟ･ｶｰﾄﾞ事
業実施	
4%	

その他	
5%	

回答数　８８	

86	



店舗所有形態	

土地建物
ともに自己

所有	
68%	

借地･借家	
17%	

借地･持ち家	
12%	

テナント	
3%	

回答数　８８	
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店舗所有形態・方向性	

0%	   10%	   20%	   30%	   40%	   50%	   60%	   70%	   80%	   90%	   100%	  

土地建物ともに自己所有	

借地･借家	

借地･持ち家	

テナント	

経営の拡大	 現状維持	 経営の縮小	 廃業	

回答数　８２	

「借地」の方がやや経営縮小・廃業傾向が強いか	
88	



商店街のメリット（複数回答）	

53	  

30	  

11	  

11	  

8	  

4	  

3	  

1	  

従来の来店者に認知されてる	

お客との人情あるお付き合いが出来る	

他店への買い物ついでに寄ってくれる	

特にない	

集客力がある	

各方面にﾊﾞﾗﾝｽがよい	

ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄがかからない	

その他	 回答数　１２１	
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商店街のデメリット（複数回答）	

29	  

23	  

21	  

14	  

13	  

7	  

2	  

1	  

集客力が弱い	

駐車場がない	

空き店舗が目立つ	

土日の来街者が少ない	

商店街に足りない業種が多い	

借地営業のため地代がかかる	

周辺地域からのｱｸｾｽが悪い	

その他	 回答数　１１０	
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後継者の有無	

いる	
33%	

いない	
62%	

無回答	
5%	

回答数　８８	
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後継者有無・業種	

0%	   10%	   20%	   30%	   40%	   50%	   60%	   70%	   80%	   90%	   100%	  

衣服身の回り	

飲食料全般	

家電文化品	

サービス	

その他	

後継者いる	 後継者いない	

回答数　８２	
「衣服身の回り」で後継者なしが多く、	  
「家電文化品」「サービス」「飲食料全般」で後継者ありが多い	  

92	



後継者有無・方向性	

0%	   10%	   20%	   30%	   40%	   50%	   60%	   70%	   80%	   90%	   100%	  

後継者いる	

後継者いない	

経営の拡大	 現状維持	 経営の縮小	 廃業	

回答数　８３	

後継者のいる経営者の方が経営拡大意向が強い	  
廃業を考えているのは後継者のいない経営者のみ	   93	



後継者「いない」層の対策	

44	  

6	  

5	  

不明	

従業員を後継に予定している	

身内に後継者を予定している	

回答数　５５	

後継者のいない経営者は	  
有効な後継者対策を	  
もっていない	
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農業と同様の後継者対策	  
（公的機関によるマッチング事業）	

0%	   10%	   20%	   30%	   40%	   50%	   60%	   70%	   80%	   90%	   100%	  

全体	

後継者いる	

後継者いない	

必要	 自分が利用したい	 必要でない	 分からない	 無回答	

回答数　８８	
後継者のいる経営者の方が	  
マッチングによる後継者対策事業に積極的	
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必要な商店街共同事業（複数回答）	

24	  

16	  

16	  

13	  

7	  

6	  

広告宣伝･ﾁﾗｼ作成	

売出し	

イベント事業	

マップ作成	

その他	

ｽﾀﾝﾌﾟ･ｶｰﾄﾞ	

回答数　８２	
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必要な商店街共同事業（年齢別）	
0%	   20%	   40%	   60%	   80%	   100%	  

全体	

30・40代	

50代	

60代	

70代以上	

広告宣伝・チラシ作成	

売り出し	

イベント事業	

マップ作成	

その他	

スタンプ・カード	

３０・４０代、６０代、７０代以上で広告宣伝が多い	  
５０代はイベント事業が最も多い	  
７０代以上はマップ作成が他年齢層より多い	 97	



商店街に必要な業種・施設（複数回答）	

27	  

21	  

17	  

16	  

12	  

7	  

7	  

7	  

5	  

5	  

3	  

2	  

1	  

公共機関窓口	

子供の遊び場･一時託児所	

飲食料品全般	

ｺﾐｭﾆﾃｨ施設	

衣服･身の回り品	

家電･文化品	

休憩所	

福祉施設	

保育所	

その他	

外食ﾁｪｰﾝ･大型店	

サービス	

塾など教育施設	 回答数　１３０	
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子ども・子育て世代を意識した	  
配慮・工夫の有無	

している	
20%	

していな
い	
67%	

無回答	
13%	

回答数：８８	

具体例	  
	  
・本の貸し出し	  
・子ども向けメニュー	  
・おまけ・プレゼント	  
・講習会	  

。・バリアフリー化	  
・安心安全な商品	  
・接客の工夫　など	
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経営者動向調査結果のまとめ	

•  売上が比較的に増加しているのは、業種で「飲食
料全般」「サービス」、経営者年齢で５０・６０代	  

•  経営拡大意向の多いのは、業種で「飲食料全般」、
経営者年齢で５０代	  

•  経営縮小・廃業は２割、現状維持が５割	  
•  店舗周辺の空き店舗と売上状況には関連がある	  
•  後継者なしは６２％、有効な後継者対策のない　

経営者が多い	  
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